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双曲線 x2 − y2 = 1上の 1点 P(x0, y0)から円 x2 + y2 = 1に引いた 2本の接線の

両接点を通る直線を lとする．ただし，y0 \= 0とする．

(1) 直線 lは，方程式 x0x+ y0y = 1で与えられることを示せ．

(2) 直線 lは，双曲線に接することを証明せよ．
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【答】

(1) 略
(2) 略

【解答】

(1) 両接点を Q(x1, y1)，R(x2, y2) とおくと，2 本

P (x0, y0)Q

R

l

−1
1

−1

1

x

y

O

の接線の方程式はそれぞれ

x1x+ y1y = 1 …… 1⃝
x2x+ y2y = 1 …… 2⃝

となる．点 P(x0, y0) は 1⃝, 2⃝上にあるから

x1x0 + y1y0 = 1 …… 1⃝′

x2x0 + y2y0 = 1 …… 2⃝′

が成り立つ． 1⃝′, 2⃝′ は

x0x1 + y0y1 = 1

x0x2 + y0y2 = 1

でもある．これは Q，Rが直線

l : x0x+ y0y = 1 …… 3⃝

上の点であることを示している．すなわち，両接点を通る直線は方程式 3⃝で与えられる．
…… (証明終わり)

(2) P(x0, y0) が双曲線 x2 − y2 = 1 上の点であるとき，点 (x0, − y0) も同じ双曲線上にあ
る．点 (x0, − y0)における双曲線の方程式は

x0x− (−y0)y = 1 ∴ x0x+ y0y = 1

であり，lと一致する．すなわち，直線 lは双曲線 x2−y2 = 1に接する． …… (証明終わり)


